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単
純
に
言
え
な
い
よ
う
な
緊
迫
し
た
新
年
に
な
り
ま
し
た
。
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K
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法
案
は
成
立
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

号
制
収
ぷ
「
同
町
一

E

リ
け
を
、
一
し
た
が
、
手
を
替
え
品
を
替
え
て
の
上
程
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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迎 春
自立した女と男を 人間らしい生活を

差別のない社会を

マストにはためく旗織のもと

小さなWe丸が船出して10年
いよいよ 116番(号)自の港に錨を下ろします

荒波に翻弄された航海は

船客・船員が肩組んで、かつ歌い かつ踊る

素敵な日々でもありました

あなたに この一言を捧げます

「あ・り・が・と・う!J 

*「新しし、家庭科-WeJは、 10周年記念号(92年2・3月号)
て終刊としますが、読者がつくる rWeの会Jから、新しL、

スタイルの刊行物を出す準備が進んて"います。

*家庭手械~~市の交流の場「家庭科ネットワーキング」は続け
ていきます。

事ウイ書房は近刊、小沢牧子著日哩学は子どもの味方か?

一教育の解放へー」を世に送り、ひき続き単行本や既刊の

Weを販売します。
これまて切ニ1事情に深謝いたしますとともに、今後ともよろし
くお願い申し上げます。

1992年元旦

干182調布市西つつじヶ丘 2-25-14
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気
で
、
米
国
が
設
置
す
る
極
点
ヤ
ス
テ
ィ
ン
グ
社
が
こ
の
ほ
ど

の
ア
ム
ン
ゼ
ン
・
ス
コ
ヅ
ト
基
発
表
し
た
も
の
だ
が
、
廃
止
の

地
の
隊
員
た
ち
か
ら
歓
迎
を
受
背
景
に
は
「
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

け
た
と
い
ろ
。
は
女
性
ベ
っ
視
」
と
い
う
批
判

日
本
人
の
地
よ
か
ら
の
極
点
の
高
ま
り
が
あ
る
。

日
遣
と
し
て
は
、
雪
上
車
に
よ
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
カ
ナ
ダ

る
第
九
次
南
極
観
測
隊
(
六
八
で
唯
一
の
全
国
規
模
の
ミ
ス
コ

年
、
村
山
整
霞
長
ら
)
、
犬
ぞ
ン
テ
ス
ト
で
、
高
校
亭
以
上
の

り
に
よ
る
舟
樟
圭
三
さ
ん
(
八
十
八
識
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の

九
年
)
に
椀
い
て
三
度
目
。
子
供
の
い
な
い
未
婚
女
性
そ
対

象
に
、
毎
年
「
ミ
ス
・
カ
ナ

ダ
」
を
選
定
。
コ
ン
テ
ス
ト
の

模
様
は
ベ
1
ト
ン
社
傘
下
の
有

力
民
放
C
T
Vで
放
映
さ
れ
、

高
視
聴
率
を
誇
っ
て
き
た
。
同

社
で
は
廃
止
の
理
由
と
し
て
、

運
営
費
用
の
増
大
と
と
も
に
、

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
批
判
そ
受
け

止
め
た
ζ
と
そ
示
世
長
。

カ
ナ
ダ
の
ミ
ス
コ
ン

結
年
間
の
歴
史
に
幕

【
ト
ロ
ン
ト
4
日
H
時
事
】

カ
ナ
ダ
で
四
十
五
年
の
歴
史
を

持
つ
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
由
閉
止

さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
主
催

者
の
ペ
1
ト
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・
ブ
ロ
ー
ド
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。0493-62-6721(情報あ宜課)
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「
ミ
ス
コ
ン
」
に
抗
議
し

既
婚
女
性
と
男
性
応
募

大
分
市
役
所
が
、
若
い
独
身
一
市
内
の
市
民
運
動
家
の
既
婚
女

女
性
を
対
象
に
募
集
し
て
い
る
一
性
貧
困
)
と
男
性
井
護
士
(
三
一
)
が

「
ミ
ス
み
ど
り
」
に
、
応
募
締
一
申
し
込
ん
だ
。
応
事
の
理
由
に

め
切
り
の
三
十
一
日
、
ミ
ス
コ
一
つ
い
で
二
人
は
「
市
の
緑
化
キ

ン
テ
ス
ト
に
反
対
し
て
い
る
同
一
ヤ
ン
ペ
I
ン
を
す
る
の
に
、
資

格
そ
制
限
す
る
の
は
性
や
年
齢

に
よ
る
差
別
に
当
た
り
、
違
憲

だ
」
と
し
て
い
る
。

岡
市
に
よ
る
と
、
「
ミ
ス
み

ど
り
」
は
市
や
市
緑
他
推
進
協

議
会
(
会
長
・
木
下
敬
之
助
市

長
)
な
ど
が
主
慢
し
て
一
九
七

五
年
か
ら
毎
年
募
集
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
六
十
三
人
が

ミ
ス
と
な
り
、
最
近
は
、
毎

年
三
人
程
度
が
選
ば
れ
て
い

る。
今
年
の
応
募
資
格
は
一
月
三

十
一
日
現
在
で
満
十
九
轟
か
ら

二
十
四
識
の
未
婚
女
性
。
今
年

の
応
募
者
は
約
百
人
。

選
考
に
応
募
し
た
弁
護
士
は

「
な
ぜ
緑
他
推
進
そ
P
Rす
る

大分市
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の
が
、
主
婦
や
男
性
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
の
か
。
差
別
を
自

治
体
が
助
長
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
。
井
護
士
ら

は
昨
年
二
月
に
も
、
「
ミ
ス
み

ど
り
」
に
つ
い
て
、
女
性
を
観

賞
の
対
象
と
す
る
も
の
、
な
ど

と
し
て
、
中
止
を
求
め
る
意
見

曹
を
提
出
し
て
い
る
。

佐
藤
靖
・
市
公
園
緑
地
課
長

は
「
市
政
と
か
か
わ
る
き
っ
か

け
が
少
な
い
若
い
女
性
に
、
町

へ
の
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
趣
旨
で
作
ら
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
提
出
さ
れ
た
書
類

は
応
募
資
格
外
と
い
う
こ
と

で
、
準
高
ず
る
」
と
話
し
て
い

る
J

t


